
5 月 27日（土）京丹波町商工会瑞穂支所にて第

25 期通常総会を開催しました。4 年ぶりの対面開

催には、65 名の正会員のうち本人出席 27名・書面

評決 24 名・委任 2名があり、全ての議案を原案通

り可決しました。 

▶2022年度事業報告 

長引くコロナ禍の中で過去 2年より深刻な感染

状況が続き、職員や利用者に感染者が相次ぐ時期

があった。 職員の配置に苦慮する場面がみられた

が、感染予防徹底の効果もあり大規模な感染には

いたらず、事業を停止することなく年度を終える

ことができた。  

また燃料・物品・食材費等の物価高にも苦しめら

れた。こうした状況の対策として京都府や、京丹波

町から補助金を受けることができた。 
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経常収益 

会費 451,000 

寄付金 264,132 

助成金・補助金 524,000 

事業収益 86,106,075 

その他収益 39,603 

計 87,384,810 

経常費用 

事業費 
人件費 66,194,818 

その他経費 13,060,734 

管理費 
人件費 5,046,600 

その他経費 1,740,706 

計 86,042,858 

差引(税引き前) 1,341,952 

 

2022 年度決算の概要 (単位:円) 

2023 年<第 25 期>通常総会 

 

4 年ぶりに 
対面開催 

※4 面に続く 

 

総会には来賓として畠中源一京

丹波町長を招きました。 来賓挨拶

の中で、町長は高齢化と人口減少

が深刻化する地域の現状につい

て触れ、クローバー・サービスへの

期待を語りました(写真)。 

 







▶コロナ禍でも前年度と同様の利用 

 助け合い事業、障害者居宅介護は前年より 2割ほ

ど利用が増加。 外出支援も走行距離が 1割ほど増

えた。 介護保険事業はケアマネジャーが前年より

少し利用減となったが、訪問介護が数年ぶりに利用

増となり、デイサービスも前年度を少し上回った。  

 コロナ禍ではあったが、各部門とも大きな影響を

受けることなく、ほぼ前年同様の利用量となった。 

▶外出支援、遠方への送迎が増加 

年々、町外の医療機関への送迎が増えており、利

用者一人当たりの走行距離が増加。 京都市内の病

院への送迎も少なからずあり、運転員の確保や配車

に苦慮した。 免許返納される方も増え、交通公共機

関の減便や、撤退などの問題もあり、今後ますます

交通弱者の支えとなる外出支援の役割は大きい。 

▶2023年度は法人設立 25周年目 

四半世紀にわたって活動を持続してこれたが、こ

の間に少子高齢化、人口減少はますます進み、住民

同士がお互いに「助け合う」力は減少してきている。 

そんな中で私たちの行う介護サービスなどの活

動は社会的に必要不可欠であり、次の 25 年に向

け、持続可能な環境を整えていくのはもちろん、次

世代の中心的な担い手となる人材育成も進めて

いかなければならない。 

▶訪問ヘルパー不足が課題 

訪問ヘルパーが全国的に不足しており、当事業 

所についても例外ではなく、職員同士協力、助け合

いながら活動を行ってはいるが、人員の確保は重

要な課題であり、新規採用はもちろん、定年延長な

どあらゆる手段を講じて増員を図っていきたい。 

▶今後も感染症対策を徹底する 

新型コロナは第 5 類に引き下げられたが、引き

続き感染症対策につとめ、今まで通りの警戒態勢

で予防を徹底する。 

▶新たな事業の調査研究を進める 

カフェ事業は前年度内で常設事業としては打ち

切った。 引き続き、認知症カフェを含め、新たな事

業の開拓についても調査・研究を進めていく。 

 

 

 

 

 

（有）あさひ堂 

（株）一谷住宅 

イン・ザ・ルーム亀岡店 

上段税理士事務所 

（株）高木設備 

たにやま鍼灸接骨院 

田端輪業 

（有）土佐寿司 

（有）永田損害保険事務所 

（有）西村テレビ 

三木歯科医院 

みづほ電工 

理容ちどり 
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